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資
料
紹
介 

 

横
溝
正
史
書
簡
（
乾
信
一
郎
宛
）
に
つ
い
て
、
所
蔵
の
経
緯
と
目
録
作
成
及
び
一
考
察 

 
 

熊
本
県
立
図
書
館
（
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
） 

鶴
本 

市
朗 

 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】 

横
溝
正
史 

乾
信
一
郎 

新
発
見
書
簡 

 

 

は
じ
め
に 

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
、
七
月
～
九
月
に
、
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
に
お
い
て
企

画
展
「
新
青
年
一
〇
〇
年 

編
集
長
・
乾
信
一
郎
と
横
溝
正
史
」
を
開
催
し
た
。
乾
信
一

郎
（
本
名
・
上
塚
貞
雄
）
は
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
熊
本
で
過

ご
し
た
。
青
山
学
院
在
学
中
に
雑
誌
「
新
青
年
」
へ
の
投
稿
が
き
っ
か
け
で
当
時
の
編
集

長
で
あ
っ
た
横
溝
正
史
を
知
る
。
以
後
、
翻
訳
家
、
ラ
ジ
オ
放
送
作
家
、
動
物
作
家
、
ユ

ー
モ
ア
作
家
な
ど
、
作
家
と
し
て
晩
年
ま
で
活
躍
す
る
。
横
溝
正
史
は
、
名
探
偵
・
金
田

一
耕
助
で
知
ら
れ
る
探
偵
小
説
作
家
で
あ
る
。
「
人
形
佐
七
捕
物
帳
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
も

執
筆
し
て
お
り
、
捕
物
帳
を
書
く
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
乾
に
、
横
溝
は
、
生
涯
感

謝
し
て
い
た
。
企
画
展
は
、
「
新
青
年
」
の
編
集
長
で
も
あ
っ
た
二
人
の
つ
な
が
り
を
示

す
展
示
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
準
備
の
た
め
、
当
館
に
所
蔵
し
て
い
た
未
整
理
の
乾
信
一
郎

資
料
を
調
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
か
ら
横
溝
正
史
書
簡
二
四
〇
通
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
企
画
展
で
封
筒
に
入
っ
た
ま
ま
の
書
簡
を
展
示
し
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
開
催

予
定
の
企
画
展
「
没
後
四
〇
年 

横
溝
正
史
展
」
の
予
告
も
併
せ
て
行
っ
た
。
書
簡
の
発

見
は
、
毎
日
新
聞
に
よ
り
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
、
世
間
の
注
目
を
集
め
た
。
そ
し
て
、

本
年
、
七
月
～
九
月
に
企
画
展
「
没
後
四
〇
年
横
溝
正
史
展
―
探
偵
小
説
作
家
の
素
顔
―
」

を
開
催
し
、
書
簡
の
目
録
を
作
成
、
公
開
し
た
。
本
稿
で
は
、
書
簡
が
発
見
さ
れ
、
資
料

整
理
、
調
査
を
行
い
、
目
録
作
成
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
の
記
録
を
残
し
て
い
く
。
ま
た
、

書
簡
の
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察
も
併
せ
て
述
べ
て
い
く
。 

 第
一
章 

横
溝
正
史
書
簡
収
蔵
・
発
見
の
経
緯 

第
一
節 

岡
山
時
代
（
一
九
四
五
年
～
一
九
四
八
年
）
書
簡
の
収
蔵 

一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
一
月
～
二
月
に
、
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
の
前
身
施

設
で
あ
る
熊
本
近
代
文
学
館
で
「
乾
信
一
郎
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
時
の
光
岡
明
館
長

が
乾
信
一
郎
に
展
示
協
力
を
依
頼
し
、
資
料
の
借
用
を
行
っ
た
。
そ
の
中
に
、
岡
山
に
疎

開
し
て
い
た
頃
の
横
溝
正
史
書
簡
三
二
通
が
含
ま
れ
て
い
た
。
展
示
会
で
は
書
簡
が
展
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
形
態
、
翻
刻
な
ど
は
確
認
出
来
な
い
。
展
示
会
終
了
後
、

横
溝
正
史
書
簡
を
含
め
、
借
用
し
た
書
簡
資
料
が
熊
本
近
代
文
学
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。 

 第
二
節 

乾
信
一
郎
の
死
後
、
資
料
が
一
括
寄
贈 

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
、
乾
信
一
郎
が
亡
く
な
っ
た
。
二
年
後
、
二
〇
〇
四
（
平

成
十
六
）
年
、
乾
の
妻
・
上
塚
千
代
子
氏
か
ら
資
料
が
熊
本
近
代
文
学
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
状
況
を
、
当
時
の
資
料
受
領
の
復
命
書
よ
り
引
用
す
る
。 

平
成
十
六
年
一
月
十
四
日
（
水
） 
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乾
信
一
郎
宅
（
東
京
都
文
京
区
）
で
遺
品
調
査
・
受
領
。 

乾
の
姪
が
案
内
。 

午
前
中
は
、
屋
敷
の
外
に
あ
る
書
庫
の
整
理
と
、
寄
贈
資
料
の
選
り
分
け
。
年
代
順

に
纏
め
ら
れ
た
書
簡
と
、
原
稿
・
創
作
ノ
ー
ト
類
を
受
贈
。 

午
後
は
書
斎
の
仕
事
机
周
囲
に
置
か
れ
た
資
料
か
ら
受
贈
資
料
の
選
り
分
け
。
日

記
、
原
稿
、
着
想
ノ
ー
ト
類
を
受
贈
。 

ア
ル
バ
ム
は
「
青
い
ノ
ー
ト
」
と
「
コ
ロ
の
物
語
」
の
ア
ル
バ
ム
は
受
贈
。
そ
の
他

の
ア
ル
バ
ム
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
写
真
も
多
い
為
、
一
端
借
用
し
、
必
要
な
写
真
を
接

写
し
た
後
、
返
却
。 

平
成
十
六
年
一
月
十
五
日
（
木
） 

乾
信
一
郎
宅
で
遺
品
調
査
・
受
領
。 

書
斎
の
本
棚
五
棹
分
を
整
理
し
、
梱
包
作
業
。 

段
ボ
ー
ル
五
九
箱
分
を
梱
包
し
た
。
受
贈
内
容
は
、
書
斎
の
蔵
書
及
び
「
青
い
ノ
ー

ト
」
と
「
コ
ロ
の
物
語
」
の
録
音
テ
ー
プ
。
猫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、
小

物
類
。
受
贈
物
の
整
理
に
は
相
当
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
だ
い
た
。 

平
成
十
六
年
九
月
十
三
日
（
月
） 

乾
信
一
郎
夫
人
と
面
談
。
遺
品
の
整
理
詰
め
込
み
作
業
。 

上
塚
芳
郎
氏
か
ら
は
、
段
ボ
ー
ル
四
箱
と
の
話
で
あ
っ
た
が
、
衣
装
箱
（
宅
急
便
で

送
ら
れ
る
ミ
カ
ン
箱
サ
イ
ズ
の
二
倍
）
四
、
五
箱
で
あ
っ
た
た
め
、
小
さ
い
箱
に
詰

め
直
し
た
。
原
稿
や
乾
氏
直
筆
の
色
紙
、
ス
ケ
ッ
チ
帳
等
が
目
新
し
い
資
料
で
あ
る
。

ま
た
乾
氏
の
母
が
保
存
し
て
い
た
と
書
き
付
け
の
あ
る
青
年
時
代
の
ス
ケ
ッ
チ
の

額
も
あ
り
、
戦
前
の
資
料
が
全
て
消
失
し
て
い
る
だ
け
に
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。 

梱
包
し
直
し
て
九
個
口
に
な
っ
た
。
日
通
ペ
リ
カ
ン
便
に
引
き
取
り
に
来
て
も
ら

っ
た
が
額
は
再
度
梱
包
し
直
し
て
配
送
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
、
企
画
展
「
乾
信
一
郎
展
―

猫
と
青
春
―
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
に
は
、
猫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
な
ど
を
中
心
に

展
示
。
横
溝
正
史
書
簡
は
展
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

 第
三
節 

横
溝
正
史
書
簡
の
発
見
と
企
画
展
の
開
催 

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
一
月
、
熊
本
近
代
文
学
館
は
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
三
月
、
企
画
展
「
新
青
年
一
〇
〇

年 

編
集
長
・
乾
信
一
郎
と
横
溝
正
史
」
を
七
月
か
ら
開
催
す
る
た
め
、
未
整
理
の
乾
信

一
郎
資
料
の
整
理
を
資
料
担
当
者
に
依
頼
し
た
。
資
料
は
膨
大
で
あ
り
、
最
初
に
書
簡
資

料
に
絞
っ
て
整
理
を
行
う
よ
う
に
依
頼
し
た
。
担
当
者
は
、
十
箱
を
超
え
る
書
簡
資
料
の

中
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
三
箱
を
選
ん
で
、
五
十
音
順
に
並
べ
て
整
理
を
始
め
た
。
書

簡
は
乾
に
よ
り
年
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
状
態
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
整
理
を
進
め
る
中

で
、
横
溝
正
史
書
簡
が
多
数
あ
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。
私
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
整
理

の
方
法
を
変
え
、
横
溝
正
史
書
簡
を
全
て
の
書
簡
資
料
か
ら
抜
き
出
す
よ
う
に
依
頼
し
た
。

そ
れ
で
発
見
さ
れ
た
の
が
、
二
四
〇
通
の
乾
信
一
郎
宛
の
書
簡
（
一
九
四
九
年
～
一
九
七

九
年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
資
料
の
整
理
を
優
先
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
書
簡
の
デ
ー
タ

を
リ
ス
ト
化
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
リ
ス
ト
に
は
以
下
の
項
目
が
あ
る
。
資
料
名
、

副
題
、
封
筒
等
の
種
別
、
差
出
人
住
所
、
受
取
人
住
所
、
サ
イ
ズ
、
日
付
、
消
印
、
枚
数
、

冒
頭
の
内
容
、
筆
記
方
法
、
イ
ン
ク
色
、
状
態
。
写
真
は
、
書
簡
、
封
筒
全
て
を
撮
影
し

た
。 五

月
に
発
見
さ
れ
た
書
簡
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
七
月
の
企
画
展
に
向
け
て
調
査

す
る
時
間
は
な
か
っ
た
。
企
画
展
に
お
い
て
、
横
溝
正
史
の
書
簡
は
予
定
通
り
、
熊
本
近

代
文
学
館
時
代
に
収
蔵
し
て
い
た
岡
山
時
代
の
三
二
通
の
中
か
ら
前
期
六
通
、
後
期
六
通

の
十
二
通
を
展
示
し
た
。
た
だ
、
こ
の
新
発
見
資
料
に
つ
い
て
は
、
展
示
会
の
中
で
紹
介

し
た
い
と
考
え
た
。
翌
年
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
は
横
溝
正
史
の
没
後
四
〇
年
に
当

た
る
。
こ
の
年
に
、
発
見
さ
れ
た
書
簡
を
メ
イ
ン
の
資
料
に
据
え
た
横
溝
正
史
の
展
示
会

開
催
を
考
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
県
境
を
越
え
た
他
館
か
ら
の
借
用
な
ど
が
で
き
る
か
ど
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う
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
状
況
で
あ
り
、
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し
た
展
示
会
開
催
を
考
え

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
事
情
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
企
画
展
の
中
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

書
簡
全
て
を
封
筒
の
ま
ま
並
べ
、
翌
年
の
横
溝
正
史
展
開
催
の
予
告
を
行
っ
た
。
毎
日
新

聞
が
そ
れ
を
記
事
に
し
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。 

 第
二
章 

横
溝
正
史
書
簡
（
乾
信
一
郎
宛
）
目
録
の
作
成 

第
一
節 

目
録
作
成
の
意
図 

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
の
横
溝
正
史
展
の
企
画
と
し
て
、
当
館
所
蔵
の
横
溝
正
史
書

簡
目
録
の
作
成
を
考
え
た
。
当
館
は
、
図
書
館
法
で
運
営
す
る
入
館
無
料
の
施
設
で
あ
り
、

予
算
等
の
関
係
で
、
こ
れ
ま
で
図
録
発
行
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
ご

意
見
な
ど
も
多
く
頂
い
て
い
た
。
横
溝
正
史
書
簡
を
展
示
・
公
開
し
た
時
に
は
、
書
簡
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
、
記
録
に
な
る
も
の
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
書
簡
の
目
録
作
成
を
考
え
た
。
目
録
作
成
に
当
た
り
、
書
簡
の
内
容

に
対
し
て
の
関
心
が
一
番
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
も
簡

略
に
記
載
す
る
目
録
作
成
を
企
画
し
た
。 

 第
二
節 

目
録
作
成
の
過
程 

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
十
月
か
ら
書
簡
の
文
字
起
こ
し
の
準
備
を
開
始
し
た
。
書
簡

の
画
像
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
一
通
ず
つ
に
ま
と
め
て
表
紙
を
つ
け
た
。
そ
れ
を
見
な

が
ら
文
字
起
こ
し
を
行
っ
た
。
記
録
し
た
項
目
は
、
封
筒
に
つ
い
て
は
、
差
出
人
の
住
所
、

氏
名
、
日
付
、
受
取
人
の
住
所
、
氏
名
。
便
せ
ん
に
つ
い
て
は
、
枚
数
を
記
録
し
、
書
簡

の
文
面
全
て
を
文
字
起
こ
し
し
た
。
目
録
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
通
ご
と
の
書
簡

内
容
の
要
約
も
記
載
し
た
い
と
考
え
、
そ
の
原
稿
作
成
も
同
時
に
行
っ
て
い
っ
た
。
展
示

会
で
書
簡
の
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
文
字
起
こ
し
を
行
っ
て
い
く
段
階
で
、

著
作
権
継
承
者
へ
目
録
原
稿
を
送
付
し
た
。
文
字
起
こ
し
は
学
芸
調
査
課
で
行
い
、
鶴
本

が
一
通
り
の
文
字
起
こ
し
を
行
っ
た
あ
と
、
わ
か
ら
な
い
文
字
な
ど
を
課
内
で
確
認
し
て

も
ら
い
、
添
削
を
行
っ
た
。
二
四
〇
通
の
新
発
見
書
簡
の
文
字
起
こ
し
が
終
わ
っ
た
後
、

岡
山
時
代
の
三
二
通
に
つ
い
て
も
文
字
起
こ
し
と
、
目
録
原
稿
作
成
を
行
っ
て
い
っ
た
。

全
て
の
文
字
起
こ
し
が
終
わ
っ
た
の
は
翌
年
の
五
月
初
旬
で
あ
っ
た
。 

 第
三
節 

目
録
の
構
成 

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
七
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
企
画
展
「
没
後
４
０
年 

横
溝
正
史

展-

新
発
見
書
簡
に
見
る
探
偵
小
説
作
家
の
素
顔-

」
は
、
当
館
所
蔵
の
横
溝
正
史
書
簡
二

七
二
通
を
中
心
に
し
た
展
示
会
で
あ
る
。
書
簡
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
か
ら
一
九

八
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
横
溝
の
戦
後
の
活
躍
を
紹
介
す
る
展
示

会
を
企
画
し
た
。
書
簡
目
録
は
配
布
す
る
だ
け
で
な
く
、
パ
ネ
ル
化
し
て
壁
面
に
展
示
す

る
こ
と
に
し
た
。
書
簡
の
全
体
を
見
渡
せ
る
パ
ネ
ル
が
あ
る
こ
と
で
、
展
示
し
て
い
る
各

書
簡
が
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
か
、
来
館
者
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

展
示
会
の
構
成
を
四
章
に
分
け
た
こ
と
に
伴
い
、
目
録
も
四
章
に
分
け
た
。
目
録
の
第
一

章
が
、
熊
本
近
代
文
学
館
時
代
に
所
蔵
し
て
い
た
、
岡
山
疎
開
時
代
の
三
二
通
で
あ
っ
た
。

章
の
タ
イ
ト
ル
を
「
岡
山
疎
開
の
頃
・
本
格
探
偵
小
説
作
家
へ 

昭
和
２
０
年
～
昭
和
２

３
年
」
と
し
た
。
こ
の
時
期
に
横
溝
は
、
雑
誌
『
宝
石
』
に
金
田
一
耕
助
が
初
め
て
登
場

す
る
「
本
陣
殺
人
事
件
」
を
執
筆
し
た
。
そ
の
作
品
は
、
本
格
探
偵
小
説
作
家
と
し
て
の

横
溝
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。
目
録
の
第
二
章
の
タ
イ
ト
ル
を
「
名
探
偵
・
金
田
一
耕

助
の
活
躍 

昭
和
２
４
年
～
昭
和
３
６
年
」
と
し
た
。
東
京
に
戻
り
、
金
田
一
耕
助
を
探

偵
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
数
多
く
執
筆
し
た
時
期
に
な
る
。
第
二
章
の
終
わ
り
の
時
期
を
何

年
に
す
る
か
様
々
に
考
え
た
。
金
田
一
耕
助
も
の
の
執
筆
が
少
な
く
な
っ
た
頃
を
基
準
に

考
え
、
所
蔵
す
る
書
簡
の
数
を
章
ご
と
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
す
る
た
め
、
昭
和
３
６
年

ま
で
で
区
切
っ
た
。
目
録
の
第
三
章
の
タ
イ
ト
ル
を
「
読
み
つ
が
れ
る
『
人
形
佐
七
捕
物

帳
』
」
と
し
た
。
こ
の
当
時
、
横
溝
に
は
新
作
の
執
筆
依
頼
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
過
去
の

執
筆
作
の
全
集
化
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
特
に
「
人
形
佐
七
捕
物
帳
」

シ
リ
ー
ズ
は
こ
の
時
期
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
度
も
全
集
化
さ
れ
て
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い
た
。
第
四
章
の
タ
イ
ト
ル
を
「
横
溝
正
史
ブ
ー
ム
到
来 

昭
和
４
９
年
～
昭
和
５
４
年
」

と
し
た
。
始
ま
り
の
年
を
い
つ
に
す
る
か
考
え
た
が
、
横
溝
が
新
作
「
仮
面
舞
踏
会
」
を

発
表
す
る
講
談
社
の
『
新
版
横
溝
正
史
全
集
』
の
刊
行
が
昭
和
４
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
、
そ
の
年
を
こ
の
章
の
始
ま
り
と
し
た
。 

目
録
に
は
、
書
簡
に
記
載
さ
れ
た
日
付
、
枚
数
、
内
容
を
記
載
し
た
。
内
容
部
分
に
つ

い
て
は
、
三
段
階
で
要
約
を
行
っ
た
。
最
初
は
、
記
載
内
容
全
て
を
要
約
し
て
記
録
し
て

い
っ
た
。
次
に
、
そ
れ
を
百
字
程
度
に
ま
と
め
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
目
録
の
冊
子
を
作

成
す
る
際
に
は
、
よ
り
一
層
の
字
数
制
限
が
生
ま
れ
、
六
十
字
程
度
に
ま
と
め
て
い
っ
た
。

ま
た
、
書
簡
が
書
か
れ
た
時
期
の
横
溝
の
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
執
筆
・
刊
行

状
況
等
と
い
う
欄
を
設
け
た
。
そ
こ
に
、
雑
誌
連
載
に
つ
い
て
は
、
作
品
名
、
連
載
期
間
、

雑
誌
名
を
記
入
し
、
単
行
本
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
作
品
名
、
刊
行
時
期
、
出
版
社
名
を

記
入
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
や
映
画
化
に
つ
い
て
も
、
作
品
名
、
放
映
・

上
映
時
期
、
会
社
名
を
記
入
し
た
。 

 第
四
節 

完
成
し
た
目
録 

第
三
節
の
作
業
に
よ
り
完
成
し
た
目
録
を
本
文
末
に
記
載
し
た
。
目
録
の
タ
イ
ト
ル
は

「
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
所
蔵 

横
溝
正
史
書
簡
（
乾
信
一
郎
宛
）
目
録 

昭
和
２
０

年
～
昭
和
５
４
年 

２
７
２
通
」
で
あ
る
。 

配
布
さ
れ
た
目
録
に
は
、
展
示
会
チ
ラ
シ
表
面
と
佐
藤
信
館
長
に
よ
る
「
ご
あ
い
さ
つ
」

を
掲
載
し
た
一
頁
、
横
溝
正
史
の
俳
句
四
句
を
自
筆
の
画
像
と
共
に
紹
介
し
た
一
頁
が
あ

っ
た
。 

 第
三
章 

横
溝
正
史
書
簡
の
特
徴 

第
一
節 

横
溝
正
史
と
乾
信
一
郎
の
関
係
に
よ
る
親
密
な
内
容 

横
溝
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
生
ま
れ
、
乾
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の

生
ま
れ
で
あ
り
、
乾
は
横
溝
よ
り
四
歳
年
下
で
あ
る
。
二
人
が
知
り
合
う
き
っ
か
け
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
乾
が
「
新
青
年
」
に
投
稿
し
た
翻
訳
作
品
を
横
溝
編
集
長
が
採
用
し
た

こ
と
に
よ
る
。
横
溝
と
の
関
係
に
つ
い
て
乾
が
書
い
た
も
の
を
引
用
す
る
。 

自
分
で
も
自
分
が
ど
こ
へ
行
く
の
か
検
討
も
つ
か
な
い
。
笹
の
小
舟
み
た
い
な
私

で
あ
っ
た
の
を
、
ひ
ょ
い
と
つ
ま
み
あ
げ
て
筋
道
の
立
っ
た
流
れ
へ
向
け
て
く
れ

た
人
が
、
横
溝
正
史
さ
ん
で
あ
っ
た
（
中
略
）
屑
か
ご
へ
放
り
こ
ま
れ
る
の
が
オ
チ

の
缶
詰
の
カ
ラ
み
た
い
な
私
を
拾
い
あ
げ
て
く
れ
た
横
溝
さ
ん
と
は
「
新
青
年
」
時

代
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
戦
前
か
ら
戦
後
、
な
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
本
当
な
ら
師
匠

と
弟
子
の
関
係
の
は
ず
な
の
が
、
ま
る
で
年
下
の
友
だ
ち
扱
い
を
し
て
も
ら
っ
て

い
た
。
あ
ら
た
め
て
指
を
折
っ
て
み
る
と
、
昭
和
三
年
春
頃
に
初
め
て
お
会
い
し
て

か
ら
昭
和
五
十
六
年
末
に
な
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
五
十
三
年
も
の
長
く
変
ら
な
い

お
つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
。 

乾
信
一
郎
『
「
新
青
年
」
の
頃
』
（
早
川
書
房
、
一
九
九
一
年
） 

当
時
の
乾
は
、
熊
本
を
出
て
、
青
山
学
院
の
商
科
に
籍
を
置
い
て
い
た
が
、
授
業
に
身

が
入
ら
ず
、「
ワ
ル
学
生
の
札
つ
き
」
で
、「
渋
谷
駅
界
隈
の
グ
レ
タ
学
生
の
頭
目
み
た
い

に
な
っ
て
い
た
。
」（
前
掲
書
）
将
来
に
つ
い
て
も
作
家
に
な
ろ
う
と
は
考
え
て
は
お
ら
ず
、

横
溝
と
の
出
会
い
が
乾
の
運
命
を
方
向
づ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
「
筋
道
の
立
っ

た
流
れ
へ
向
け
て
く
れ
た
」
こ
と
を
乾
は
生
涯
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
本
当
な
ら

師
匠
と
弟
子
の
関
係
の
は
ず
な
の
が
、
ま
る
で
年
下
の
友
だ
ち
扱
い
を
し
て
も
ら
」
い
な

が
ら
「
五
十
三
年
も
の
長
く
変
ら
な
い
お
つ
き
あ
い
」
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も

あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
た
。 

一
方
、
横
溝
は
乾
が
捕
物
帳
の
執
筆
を
勧
め
て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
わ
か
る
書
簡
を
引
用
す
る
。 

「
不
自
由
な
き
生
活
」
な
ど
と
稱
し
て
、
割
に
ノ
ホ
ホ
ン
と
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
も
、

コ
レ
ス
ベ
テ
、
捕
物
帳
の
印
税
の
お
か
げ
な
ん
で
、
し
て
み
る
と
、
最
初
に
小
生
に

捕
物
を
書
く
決
心
と
機
会
と
舞
台
を
与
へ
て
下
す
っ
た
あ
な
た
に
萬
腔
の
感
謝
を

捧
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
捕
物
帳
を
書
い
て
な
か
っ
た
ら
、
今
頃
は
餓
死
せ
ば
な
ら
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ん
と
こ
ろ
で
し
た
。
（
書
簡
番
号
２ 

昭
和
二
〇
年
十
二
月
十
七
日
付
） 

乾
の
依
頼
で
、
横
溝
が
捕
物
帳
を
書
き
始
め
た
の
は
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
頃

で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
本
が
戦
時
下
と
な
っ
た
時
、
横
溝
は
軍
部
の
統
制
に
よ
り
探
偵
小

説
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
探
偵
小
説
は
海
外
の
由
来
で
あ
り
、
敵
性
文
学
と
い

う
考
え
方
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
、
横
溝
は
作
家
と
し
て
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
お
り
、

執
筆
の
場
が
な
く
な
れ
ば
、
収
入
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
に
、
生
活
を
助
け
た

の
が
、
ま
だ
執
筆
を
規
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
捕
物
帳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
「
捕

物
帳
の
印
税
の
お
か
げ
」
、「
捕
物
帳
を
書
い
て
な
か
っ
た
ら
、
今
頃
は
餓
死
せ
ね
ば
な
ら

ん
と
こ
ろ
で
し
た
」
と
い
う
の
は
実
感
が
こ
も
っ
た
言
葉
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

昭
和
四
〇
年
代
に
社
会
派
推
理
小
説
が
全
盛
に
な
り
、
横
溝
に
執
筆
依
頼
が
な
く
な
っ
た

頃
、
生
活
を
助
け
た
の
も
捕
物
帳
で
あ
り
、
横
溝
は
乾
に
対
し
、
生
涯
感
謝
の
思
い
を
持

っ
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
二
人
は
互
い
の
存
在
に
感
謝
し
、
敬
意
を
持
ち
合
う
関
係
で
あ
る
こ
と

が
伺
え
る
。 

横
溝
と
乾
は
、
探
偵
小
説
を
執
筆
す
る
作
家
で
あ
り
、
「
新
青
年
」
の
編
集
長
を
経
験

し
た
編
集
者
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
横
溝
は
、
自
分
を
理
解
し
て
く
れ

る
仲
間
意
識
を
持
つ
相
手
と
し
て
乾
を
見
て
い
る
。
「
新
青
年
」
に
つ
い
て
の
思
い
を
書

い
た
書
簡
を
引
用
す
る
。 

小
生
は
馬
鹿
か
セ
ン
チ
か
義
理
堅
い
の
か
、
博
文
館
が
あ
ん
な
に
な
っ
て
も
、
い
ま

だ
に
恋
々
た
る
も
の
が
あ
り
、
全
フ
ー
サ
で
ゴ
マ
化
さ
れ
つ
つ
も
「
新
青
年
」
と
言

へ
ば
、
よ
い
物
書
か
に
や
あ 

な
ら
ん
と
努
力
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

武
夫
の
た

め
？ 

Ｎ
Ｏ
！
、
社
長
の
た
め
？ 

Ｏ
Ｈ
！ 

Ｎ
Ｏ 

Ｎ
Ｏ
！
！ 

 

た
だ
た
だ

「
新
青
年
」
と
い
ふ
名
の
思
ひ
出
の
た
め
に
！ 

こ
の
名
の
中
に
わ
れ
わ
れ
の
血

が
混
っ
て
る
ん
で
す
か
ら
ね
。
（
書
簡
番
号
７ 

昭
和
二
一
年
七
月
八
日
付
） 

「
新
青
年
」
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
探
偵
小
説
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
」
（
ブ
リ

タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
小
項
目
事
典 

二
〇
一
四
年
）
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
後
は
、
横
溝
の
弟
で
あ
る
文
中
の
「
武
夫
」
が
編
集
長
と
な
り
、
探
偵
小
説

か
ら
の
路
線
変
更
も
あ
り
、
売
れ
行
き
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
、「
新

青
年
」
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
る
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
熱
を
乾
は
理
解
し
て
く
れ
る
と
考

え
、
こ
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
横
溝
と
乾
の
「
新
青
年
」
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
述
べ
る
。
横
溝
は
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
博
文
館
に
入
社
し
、
「
新

青
年
」
の
編
集
を
担
当
す
る
。
そ
し
て
、
翌
年
の
三
月
号
～
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四

月
号
の
「
新
青
年
」
の
編
集
長
を
務
め
る
。
乾
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
博
文
館

に
入
社
し
、
五
年
間
「
新
青
年
」
の
編
集
を
担
当
し
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
月

号
～
十
二
月
号
の
編
集
長
を
務
め
る
。
時
期
は
違
う
が
、
同
じ
「
新
青
年
」
の
編
集
を
行

い
、
探
偵
小
説
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
二
人
で
あ
る
。
ま
た
、
編
集
を
担
当
し
た
年
齢

に
つ
い
て
も
、
横
溝
は
二
五
歳
の
時
で
あ
り
、
乾
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
で
あ
る
。

二
人
に
と
っ
て
、
二
十
代
の
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
場
所
が
こ
の
「
新
青
年
」
に
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
書
簡
に
「
『
新
青
年
』
と
い
ふ
名
の
思
い
出
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、「
こ

の
名
の
中
に
わ
れ
わ
れ
の
血
が
混
っ
て
る
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
い
う
深
い
思
い
入
れ
を
持
っ
た
共
通
の
体
験
を
し
て
き
た
強
い
結
び
つ
き

が
二
人
に
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
『
新
青
年
』
と
言
え
ば
、
よ
い
物
書
か

に
や
あ 

な
ら
ん
と
努
力
す
る
」
と
も
あ
る
が
、
後
、
横
溝
は
代
表
作
の
「
八
つ
墓
村
」

を
「
新
青
年
」
に
連
載
（
１
９
４
９
年
３
月
～
１
９
５
０
年
３
月
、
未
完
の
ま
ま
雑
誌
は

廃
刊
）
し
、
そ
の
思
い
を
果
た
し
て
い
く
。 

横
溝
正
史
の
次
女
・
野
本
瑠
美
氏
が
書
簡
を
読
ん
で
、
「
日
記
に
は
書
か
な
い
よ
う
な

内
容
を
赤
裸
々
に
書
い
て
い
る
」
、「
家
族
と
は
こ
ん
な
に
し
ゃ
べ
っ
た
り
は
し
な
い
。
別

人
の
よ
う
だ
。
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。
横
溝
の
日
記
を
引
用
す
る
。 

八
月
十
五
日 

着
。
角
田
、
上
塚
、
隆
文
堂
検
印
、
原
田
よ
り
ハ
ガ
キ
。 

発
。
西
田
、
海
ノ
、
角
田
。 

八
月
十
六
日 
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発
。
世
界
社
へ
契
約
書
、
海
野
、
西
田
、
上
塚
。 

着
。
海
野
。 

八
月
十
七
日 

日
曜
日 

着
。
妹
尾
、
ア
ラ
キ
、
海
ノ
よ
り
習
字
手
本
、
西
田
。 

発
。
海
野
。 

夜
、
加
藤
、
内
田
氏
の
招
待
に
て
飲
む
。 

八
月
十
八
日 

月
曜
日 

晴 

夕
立
少
し 

「
獄
門
島
」
（
第
十
章
）
五
十
六
枚 

発
。
「
獄
門
島
」
を
送
る
。 

着
。
Ｇ
め
ん
、
橋
本
、
上
塚
。 

八
月
十
九
日 

火
曜
日 

晴 

夕
立
少
し 

着
。
森
下
、
妖
奇
。 

発
。
上
塚
、
海
野
、
西
田
（
序
文
） 

横
溝
正
史
「
続
桜
日
記 

昭
和
二
十
二
年
度
」（
『
横
溝
正
史
の
世
界
』
徳
間
書
店
、

一
九
七
六
年
） 

こ
の
よ
う
に
、
出
来
事
を
箇
条
書
き
で
淡
々
と
書
く
の
が
横
溝
の
日
記
の
特
徴
で
あ
る
。

日
記
に
あ
る
「
着
」
は
郵
便
物
の
到
着
を
、「
発
」
は
発
送
を
表
す
。
八
月
十
五
日
の
「
着
」

の
行
及
び
十
六
日
の
「
発
」
の
行
に
「
上
塚
」
と
あ
る
の
で
、
十
五
日
に
乾
信
一
郎
（
本

名
・
上
塚
貞
雄
）
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り
、
返
事
を
十
六
日
に
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
十
六
日
に
送
っ
た
手
紙
は
目
録
番
号
２
４
で
あ
り
、
便
箋
に
六
枚
、
乾
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
の
こ
と
や
、
Ｏ
・
ヘ
ン
リ
ー
作
品
の
面
白
さ
等
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
十
九
日
に
送

っ
た
手
紙
は
目
録
番
号
２
５
で
、
便
箋
に
五
枚
、
自
宅
の
家
号
の
こ
と
や
岡
山
の
知
人
と

の
つ
き
あ
い
等
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
箇
条
書
き
で
書
い
て
い
る
日
記
に
比

べ
て
、
手
紙
で
は
、
乾
に
対
し
、
大
変
饒
舌
に
書
き
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

横
溝
に
と
っ
て
乾
は
、
探
偵
小
説
を
執
筆
す
る
作
家
仲
間
で
あ
り
、
「
新
青
年
」
に
携

わ
っ
た
編
集
仲
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
捕
物
帳
執
筆
と
い
う
自
分
の
新
境
地
を
生
み
出
し

て
く
れ
た
恩
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
関
係
の
親
密
さ
が
こ
の
書
簡
の
、
作
家
な
ら
で

は
の
饒
舌
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
乾
と
い
う
年
下
の
、
気
の
置
け
な
い

相
手
に
対
し
、
思
っ
た
こ
と
を
自
由
に
語
る
こ
と
で
、
横
溝
は
自
分
の
気
持
ち
を
解
放
し

て
い
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
更
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

 第
二
節 

創
作
の
裏
側
に
関
す
る
記
述 

今
回
発
見
さ
れ
た
書
簡
か
ら
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
創
作
の
裏
側
に
つ
い

て
記
述
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
作
家
仲
間
で
あ
る
乾
に
、
代
表
作
「
悪
魔
が
来
り
て
笛

を
吹
く
」
の
執
筆
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
書
簡
を
引
用
す
る
。 

い
よ
い
よ
仕
事
に
精
出
さ
ん
と
て
、
原
稿
紙
に
向
ひ
、
「
悪
魔
が
来
り
て
―
」
と
題

と
名
前
と
、
第
十
四
章
と
書
い
た
き
り
三
日
経
ち
ま
し
た
。
今
日
は
何
が
な
ん
で
も

と
い
ふ
意
気
込
み
で
、
本
屋
へ
行
っ
て
本
屋
の
親
父
さ
ん
が
淡
路
の
人
物
と
聞
い

て
た
の
で
、
淡
路
の
こ
と
を
聞
か
ん
と
て
出
向
い
た
ら
留
守
、
お
か
み
さ
ん
に
、
淡

路
一
円
、
須
磨
明
石
の
参
謀
本
部
の
地
図
を
拝
借
し
て
（
売
物
な
ら
ず
、
親
父
さ
ん

が
わ
が
郷
里
の
こ
と
を
妻
子
に
知
ら
さ
ん
と
て
保
存
せ
し
も
の
ら
し
）
か
へ
っ
て

来
た
（
書
簡
番
号
４
９ 

昭
和
二
七
年
六
月
四
日
付
） 

引
用
に
あ
る
「
悪
魔
が
来
り
て
笛
を
吹
く
」
の
第
十
四
章
は
、
金
田
一
耕
助
が
明
石
、

淡
路
島
を
訪
れ
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
部
分
の
執
筆
に
つ
い
て
、
「
題
と
名
前
と
、
第
十

四
章
と
書
い
た
き
り
三
日
経
ち
ま
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
三
日
間
執
筆
が
進
ま
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
本
来
な
ら
、
作
品
を
執
筆
す
る
た
め
に
、
舞
台
と
な
る
明
石
、
淡
路
島

に
つ
い
て
、
現
地
へ
行
っ
て
取
材
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
横
溝
は
そ
う
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
横
溝
は
乗
り
物
恐
怖
症
で
知
ら
れ
て
お
り
、
乗
り
物
を
使
っ

た
移
動
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
淡
路
の
人
」
で
あ
る
「
本
屋
の

親
父
さ
ん
」
に
尋
ね
て
執
筆
を
し
よ
う
と
「
出
向
い
た
」
が
留
守
だ
っ
た
た
め
、
「
お
か

み
さ
ん
に
、
淡
路
一
円
、
須
磨
明
石
の
参
謀
本
部
の
地
図
を
拝
借
し
て
」
そ
の
場
面
を
執
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筆
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
書
簡
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
創
作
の
裏
側
を

乾
に
語
っ
て
い
た
こ
と
も
新
た
に
見
え
て
き
た
特
徴
で
あ
る
。 

代
表
作
「
獄
門
島
」
の
文
体
の
変
化
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
簡
を
引
用
す
る
。 

と
こ
ろ
で
近
頃
小
生
、
自
分
に
変
な
こ
と
發
見
し
た
。
自
分
の
筆
に
、
ち
か
ご
ろ
と

み
に
ユ
ー
モ
ア
（
？
）
味
が
入
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。（
「
ロ
ッ
ク
」
に
近
く

出
る
「
蝙
蝠
と
蛞
蝓
」
な
ら
び
に
、
こ
れ
ま
た
二
、
三
ヶ
月
後
に
出
る
「
宝
石
」「
獄

門
島
」
の
第
九
章
参
照
。
別
に
参
照
し
な
く
て
も
よ
い
が
。
）
こ
れ
ひ
と
へ
に
、
大

兄
と
世
田
ヶ
谷
の
病
人
氏
に
せ
っ
せ
と
手
紙
書
い
て
ゐ
た
ら
、
相
手
の
キ
ア
ヒ
が

乗
り
移
っ
て
き
た
ら
し
く
、
近
頃
わ
れ
な
が
ら
珍
重
し
て
ゐ
る
し
だ
い
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
で
い
ま
ま
で
の
ジ
メ
〳
〵
趣
味
と
、
少
し
ち
が
っ
た
筆
に
な
れ
さ
う
で
あ

り
ま
す
。
（
書
簡
番
号
１
８ 

昭
和
二
二
年
六
月
二
三
日
付
） 
 

文
中
の
「
大
兄
」
が
乾
の
こ
と
で
、
「
世
田
ヶ
谷
の
病
人
氏
」
が
Ｓ
Ｆ
作
家
の
海
野
十

三
で
あ
る
。
当
時
、
横
溝
は
こ
の
二
人
と
盛
ん
に
手
紙
の
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
二
人
の

文
章
に
あ
る
「
ユ
ー
モ
ア
（
？
）
味
」
が
「
乗
り
移
っ
て
」
、
文
体
が
変
化
し
た
と
述
べ

て
お
り
、
こ
れ
も
書
簡
か
ら
見
え
て
く
る
創
作
の
裏
側
と
考
え
ら
れ
る
。 

作
品
の
構
想
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
書
簡
が
あ
り
、
引
用
す
る
。 

小
生
実
は
倉
敷
の
方
で
銭
占
い
の
女
（
上
方
で
は
こ
れ
を
オ
ガ
ミ
屋
と
い
う
）
が
殺

さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
オ
ド
ロ
オ
ド
ロ
し
き
小
説
の
腹
案
を
、
目
下
温
め
つ

つ
あ
る
（
書
簡
番
号
１
３
９ 

昭
和
四
七
年
十
月
二
六
日
付
） 

こ
れ
は
、「
悪
霊
島
」
で
執
筆
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。「
悪
霊
島
」
は
一
九
七
九
（
昭
和

五
四
）
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
構
想
を
も
っ
て
か
ら
、
七
年
の
歳
月
が
流
れ
て

い
る
。
着
想
当
時
、
横
溝
に
は
小
説
執
筆
の
依
頼
が
な
か
っ
た
。
「
悪
霊
島
」
は
昭
和
五

十
年
代
の
、「
横
溝
正
史
の
大
ブ
ー
ム
」（
小
林
信
彦
編
「
横
溝
正
史
読
本
」
年
譜 

島
崎

博
作
製
浜
田
知
明
訂
補 

角
川
書
店 

二
〇
〇
八
年
改
版
）
の
到
来
以
降
に
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
横
溝
の
遺
作
で
あ
る
。
着
想
を
も
っ
て
以
来
、
そ
の
思
い
を
持
ち
続
け
、

執
筆
を
果
た
し
た
横
溝
の
作
家
魂
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 第
三
節 

そ
の
他
の
特
徴 

そ
の
他
、
書
簡
の
特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
を
以
下
、
列
記
す
る
。 

・
探
偵
作
家
と
し
て
執
筆
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
こ
だ
わ
る
内
容
。 

・
結
核
と
付
き
合
っ
て
き
た
横
溝
の
体
調
に
関
わ
る
内
容
。 

・
江
戸
川
乱
歩
、
海
野
十
三
、
渡
辺
温
ら
、
作
家
た
ち
と
の
交
流
の
記
録
。 

・
探
偵
小
説
文
壇
に
つ
い
て
の
記
録
的
側
面
。 

・
「
人
形
佐
七
捕
物
帳
」
に
加
筆
・
修
正
を
し
て
い
く
過
程
。 

・
「
仮
面
舞
踏
会
」
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
構
想
・
執
筆
し
た
作
品
の
経
過
。 

・
毎
年
、
避
暑
に
訪
れ
る
、
軽
井
沢
の
別
荘
で
の
生
活
。 

・
横
溝
が
書
い
た
短
歌
、
俳
句
。 

・
岡
山
時
代
の
書
簡
の
裏
面
に
書
か
れ
た
作
品
の
草
稿
。 

企
画
展
の
記
念
講
演
会
講
師
の
山
口
直
孝
二
松
学
舎
大
学
教
授
が
、
右
記
以
外
に
、
次

の
指
摘
を
し
て
い
る
。 

・
書
簡
の
形
態
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
物
を
使
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
人
間
性
。 

・
当
時
の
生
活
、
社
会
状
況
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
時
代
を
写
し
出
す
貴
重
な
証
言

と
な
る
。 

（
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
企
画
展
「
没
後
４
０
年
横
溝
正
史
展
」
記
念
講
演
会
山

口
直
孝
「
『
愚
痴
』
、
『
漫
談
』
が
伝
え
る
創
作
の
舞
台
裏
―
乾
信
一
郎
宛
横
溝
正
史

書
簡
の
意
義
」 

Y
o
u
T
u
b
e

配
信
二
〇
二
一
年
八
月
二
九
日
～
九
月
二
三
日
） 

 お
わ
り
に 

企
画
展
「
没
後
４
０
年 

横
溝
正
史
展-

新
発
見
書
簡
に
見
る
探
偵
小
説
作
家
の
素
顔

-

」
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
横
溝
書
簡
と
対
に
な
る
乾
信
一
郎
書
簡
（
横
溝
正

史
宛
）
を
所
蔵
す
る
世
田
谷
文
学
館
に
資
料
調
査
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
構
想
し
て
い
た
、
二
人
の
往
復
書
簡
と
い
う
形
で
の
展
示
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
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が
残
念
で
あ
っ
た
。
世
田
ヶ
谷
文
学
館
に
は
乾
書
簡
が
一
六
六
通
あ
る
と
山
口
教
授
の
報

告
（
前
掲
講
演
会
）
に
あ
っ
た
。
今
後
、
乾
書
簡
と
の
関
連
も
含
め
て
、
横
溝
正
史
書
簡

に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。 

 謝
辞 最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
書
簡
の
公
開
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
横
溝
正
史
、

乾
信
一
郎
の
著
作
権
継
承
者
・
野
本
瑠
美
氏
、
上
塚
芳
郎
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
目
録
作
成
に
つ
い
て
、
様
々
な
助
言
を
し
て
い
た
だ
い
た
山
口
直
孝
氏
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 
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目
録
の
凡
例
を
次
に
記
載
す
る
。 

・
本
書
は
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
が
所
蔵
す
る
横
溝
正
史
書
簡
（
乾
信
一
郎
宛
）

二
七
二
通
（
昭
和
二
〇
年
～
昭
和
五
四
年
）
を
日
付
順
に
並
べ
て
番
号
を
付
し
、

各
書
簡
ご
と
に
内
容
の
概
要
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。 

・
書
簡
に
記
さ
れ
た
日
付
を
原
則
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
一
部
、
封
筒
の
日
付

に
従
っ
た
も
の
が
あ
る
。 

・
横
溝
正
史
の
年
齢
は
そ
の
年
の
満
年
齢
を
記
載
し
て
い
る
。 

・
企
画
展
「
没
後
四
〇
年 
横
溝
正
史
展
―
新
発
見
書
簡
に
見
る
探
偵
小
説
作
家
の

素
顔
―
」
の
展
示
構
成
に
従
い
、
四
章
に
分
け
て
記
載
し
て
い
る
。 

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。 

・
人
名
は
最
初
に
登
場
し
た
と
き
に
は
姓
名
と
も
表
記
し
、
二
度
目
以
降
は
名
字
の

み
を
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
江
戸
川
乱
歩
、
渡
辺
温
、
渡
辺
啓
助
は
そ
れ
ぞ
れ
「
乱

歩
」
、「
渡
辺
温
」
、「
渡
辺
啓
助
」
と
し
た
。
ま
た
、
敬
称
は
全
て
省
略
し
て
い
る
。 

・
俳
句
・
短
歌
に
つ
い
て
は
全
て
記
載
し
た
。 

・
雑
誌
、
単
行
本
・
新
聞
名
は
『
』（
例
『
宝
石
』
）
、
作
品
名
は
「
」（
例
「
獄
門
島
」
）

と
表
記
し
た
。 

・
「
当
時
の
執
筆
・
刊
行
状
況
等
」
の
欄
に
つ
い
て
は
、
水
谷
準
編
『
横
溝
正
史
追

悼
集
』（
昭
和
五
七
年
、
非
売
品
）
の
年
譜
（
中
島
河
太
郎
作
成
）
、
小
林
信
彦
編

『
横
溝
正
史
読
本
』
（
平
成
二
〇
年
改
版
新
版
、
角
川
書
店
）
の
年
譜
（
島
崎
博

作
成
、
浜
田
知
明
訂
補
）
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。
映
像
作
品
に
つ
い
て
は
、

江
藤
茂
博
・
山
口
直
孝
・
浜
田
知
明
編
『
横
溝
正
史
研
究
５
』
（
平
成
二
五
年
、

戎
光
祥
出
版
）
の
「
横
溝
正
史
旧
蔵
資
料
デ
ー
タ 

年
代
別
・
映
像
作
品
シ
ナ
リ

オ
リ
ス
ト
」
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。 
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